広島県自然環境保全条例施行規則（昭和48年広島県規則第62号）新旧対照表

改　　　　正　　　　前
改　　　　正　　　　後

　(特別地区内の行為の許可基準)

第十五条　条例第十六条第六項の規則で定める基準は、次の各号に

　掲げる行為の区分に従い、当該各号に定めるとおりとする。
　一　建築物その他の工作物(以下「工作物」という。)を新築するこ

　　と。
　　イ～ロ　略
　　ハ　次に掲げる工作物
　　　　当該新築の方法並びに当該工作物の規模及び形態が、新築

　　　の行われる土地及びその周辺の土地の区域における自然環境

　　　の保全に支障を及ぼすおそれが少ないこと。
　　　(イ)～(ヨ)　略
　　　(タ)　海洋汚染及び海上災害の防止に関する法律(昭和四十五

　　　　年法律第百三十六号)第三条第十四号に規定する廃油処理施

　　　　設
　　　(レ)～(テ)　略
　ニ～十　略

　(特別地区内における許可等を要しない行為)

第十七条　条例第十六条第十項第三号の規則で定める行為は，次の

　各号に掲げるものとする。

　一　工作物を新築し、改築し、又は増築することであつて次に掲

　　げるもの
　　イ～ル　略

　　ヲ　海洋汚染及び海上災害の防止に関する法律第三条第十四号

　　　に規定する廃油処理施設を改築し、又は増築すること。
　　ワ～ウ　略　
　二～四　略

　五　木竹を伐採することであつて次に掲げるもの
　　イ　建築物の存する敷地内において，高さ十メートル以下の木

　　　竹を伐採すること。
　　ロ　自家の生活の用に充てるために木竹を択伐(単木択伐に限

　　　る。)すること。
　　ハ　森林の保育のために下刈りし，つる切りし，又は間伐する

　　　こと。
　　ニ　枯損した木竹又は危険な木竹を伐採すること。
　　ホ　測量，実地調査又は施設の保守の支障となる木竹を伐採す　

　　　ること。

　六～八　略
　(特別地区内の行為の許可基準)

第十五条　条例第十六条第六項の規則で定める基準は、次の各号に

　掲げる行為の区分に従い、当該各号に定めるとおりとする。
　一　建築物その他の工作物(以下「工作物」という。)を新築するこ

　　と。
　　イ～ロ　略
　　ハ　次に掲げる工作物
　　　　当該新築の方法並びに当該工作物の規模及び形態が、新築

　　　の行われる土地及びその周辺の土地の区域における自然環境

　　　の保全に支障を及ぼすおそれが少ないこと。
　　　(イ)～(ヨ)　略
　　　(タ)　海洋汚染等及び海上災害の防止に関する法律(昭和四十

　　　　五年法律第百三十六号)第三条第十四号に規定する廃油処理

　　　　施設
　　　(レ)～(テ)　略
　ニ～十　略

　(特別地区内における許可等を要しない行為)

第十七条　条例第十六条第十項第三号の規則で定める行為は，次の

　各号に掲げるものとする。

　一　工作物を新築し、改築し、又は増築することであつて次に掲

　　げるもの
　　イ～ル　略

　　ヲ　海洋汚染等及び海上災害の防止に関する法律第三条第十四

　　　号に規定する廃油処理施設を改築し、又は増築すること。
　　ワ～ウ　略　
　二～四　略

　五　木竹を伐採することであつて次に掲げるもの
　　イ　建築物の存する敷地内において，高さ十メートル以下の木

　　　竹を伐採すること。
　　ロ　自家の生活の用に充てるために木竹を択伐(単木択伐に限

　　　る。)すること。
　　ハ　森林の保育のために下刈りし，つる切りし，又は間伐する

　　　こと。
　　ニ　枯損した木竹又は危険な木竹を伐採すること。
　　ホ　測量，実地調査又は施設の保守の支障となる木竹を伐採す　

　　　ること。
　　ヘ　特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法

　　　律第三章の規定による防除に係る特定外来生物である木竹を　

　　　伐採すること。
　六～八　略

